
14.75mm 参加した委員の声

定員　15～ 20人程度
実施期間　6月末頃～令和 5年 2月の成果報告会まで　
※学生同士で活動日を設定します（不定期）
実施要領と申込書配布　市ホームページからダウンロード、
人事課窓口でも配布。
申込　4 月 5 日㈫～ 5 月 23 日㈪（必着）申込書を人事課
へ持参、郵送またはインターネットで申し込み
活動内容　市ホームページやいずみおつ若者会
議 SNSで確認できます。

対象　４月１日現在、大学（大学院、短期大学を含む）、高
等専門学校および専門学校に在学している人（市内外在住
は問いません）で、次の要件に当てはまる人
▷将来、地域のために働きたい、貢献したいという志を持っ
ている
▷目標を持ち責任を持って最後までやりきる意志がある
▷活動をとおして成長したいと考えている

市ホームページ

ひと味違う
インターンシップ
を経験して
みませんか？

本物の
まちづくりを
あなたの手で !

いずみおおつ若者会議2022
長期インターンシップ

活動例
港湾地域の賑わいづくり

若者の市政参画推進 公園を活用したまちづくり

若者会議の運営

本格的なまちづくりを経験でき、
短期の職業体験では得られない
達成感を得ることができました

一緒に活動を頑張ったり、
就職活動でも支え合える
仲間と出会えた！

市長メッセージ
　いずみおおつ若者会議では、学生の皆さん自身が、そ
の経験を通じて何かを感じ、気づき、皆さんの能力を発
掘できる機会をつくります。未来をつくる一人として、
まちづくりに参画してください。また、活動を通じて、
自分や大切な人、まちの将来と真剣に向き合い、これか
らの生き方や志を育んでもらえればと考えています。皆
さんの挑戦をお待ちしています！ 南出　賢一
※市ホームページに市長からの動画メッセージを掲載

　「自分自身を成長させたい !」「まちづくりに挑戦したい !」「泉大津市の事業に関わってみたい！」と考えている学生の
皆さんを対象に、いずみおおつ若者会議（長期インターンシップ）を実施します。
　約９か月間にわたり、実際のまちづくり事業に携わっていただきます。責任の伴う大変な活動ですが、ひとつの仕事を
やりきった達成感や、活動をとおして得た自身の成長は、何ものにも代え難い財産になるはずです !

　
　
　
令
和
４
年
度施

政
方
針
（
要
約
）

　
２
期
目
の
市
長
に
就
任
し
て
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
官
民
が
力
を
合

わ
せ
て
市
民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
笑
顔
が

一
つ
で
も
多
く
生
ま
れ
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
る
と
、
６
月
に
は
ベ

イ
エ
リ
ア
の
な
ぎ
さ
公
園
で
、
賑
わ
い
づ

く
り
や
環
境
美
化
を
目
的
と
し
た
実
証
実

験
に
よ
り
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
シ
ー
サ
イ

ド
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、

都
市
型
ア
ウ
ト
ド
ア
に
よ
る
地
域
活
性
化

の
可
能
性
が
拓
か
れ
た
年
で
し
た
。

　
９
月
に
は
、
図
書
館
シ
ー
プ
ラ
が
オ
ー

プ
ン
し
、開
館
後
５
か
月
の
１
月
末
に
は
、

来
館
者
が
15
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の

取
り
組
み
が
創
出
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な

人
の
流
れ
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、（
仮
称
）
小
松
公
園
に
お
い

て
も
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
未
来
の
公
園
」

と
題
し
、
市
民
参
加
型
で
設
計
や
運
用
、

活
用
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う

な
ど
令
和
５
年
供
用
開
始
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年
の

開
院
を
め
ざ
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
よ
り
質
の
高
い
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
（
仮
称
）
新
泉
大
津
市
立
病
院

の
実
施
設
計
・
施
工
事
業
者
を
決
定
す
る

な
ど
、
泉
大
津
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
の

取
り
組
み
も
着
実
に
進
ん
だ
１
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　
一
方
で
、
昨
年
は
一
昨
年
に
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
市

民
生
活
や
市
内
経
済
が
大
き
な
影
響
を
受

け
た
１
年
で
し
た
。
変
異
株
の
出
現
に
よ

り
幾
度
と
な
く
感
染
の
波
に
翻
弄
さ
れ
な

が
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
と
生
活
を

守
り
、
地
域
経
済
を
取
り
戻
す
、
健
康
の

根
本
を
見
直
す
、
こ
う
い
っ
た
信
念
の
も

と
感
染
予
防
対
策
や
市
内
経
済
の
活
性
化

対
策
、
市
民
生
活
の
安
定
化
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
多
様
な
視
点
を
持
っ
た
防
災
対
策
、

コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
や
ワ
ク
チ
ン
の
後
遺
症

で
悩
ん
で
い
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
後
遺

症
者
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
こ
な
か
っ

た
問
題
や
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
や
広
が
る
格
差
、

ひ
と
り
親
や
独
居
高
齢
者
の
孤
独
や
孤
立

化
、
子
ど
も
の
心
身
へ
の
影
響
、
健
康
や

環
境
問
題
、
経
済
に
関
す
る
不
安
要
素
な

ど
、
先
送
り
で
き
な
い
問
題
に
対
し
て
、

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
善
処

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
３
年
後
の
２
０
２
５
年
に
は
、

「
大
阪
・
関
西
万
博
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
は
「
官
民
連
携
」「
市
民
共
創
」
の

理
念
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
全
国
共
通
の

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
先
駆
け

て
展
開
し
て
い
ま
す
。
万
博
を
追
い
風

に
、
引
き
続
き
、
関
西
万
博
の
共
創
パ
ー

ト
ナ
ー
の
一
員
と
し
て
、
生
物
多
様
な
海

づ
く
り
や
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
な
ど
、
共
創

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
な
実

証
実
験
を
実
施
し
、
市
民
の
生
活
の
質

（
Q
O
L
）
向
上
や
社
会
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
創
発
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
市
は
、
今
年
、
市
制
施
行

80
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
心
を
一
つ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
し
、
未
来
に
向
け
て
希
望
が
感
じ
ら

れ
る
１
年
を
と
も
に
創
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
３
つ
の

お
願
い
」
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
」「
ご
み
拾
い
」「
み
ど
り
を

増
や
す
運
動
」
で
す
。 

　
「
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
」

「
ま
ち
を
綺
麗
に
す
る
」「
み
ど
り
を
育
む
」

ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
小
さ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
人
の
力
は
微
力
で
あ
っ
て
も
無
力
で

は
な
い
。「
一い
っ
と
う
し
ょ
う
ぐ
う

燈
照
隅　
万ば
ん
と
う
し
ょ
う
こ
く

燈
照
国
」
と

い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
持

つ
力
を
信
じ
て
い
ま
す
。自
然
と
の
調
和
、

お
互
い
さ
ま
、
お
か
げ
さ
ま
、
利
他
の
心

な
ど
、
日
本
が
古
来
よ
り
紡
い
で
き
た
和

の
心
を
、
職
員
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
大
切

に
し
な
が
ら
、
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
、
泉
大
津
市
を
前
に
進
め
て
い
く
た

め
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
※
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
令
和
４
年
度
の
主

要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

市民の皆様とともに未来に続く
持続可能なまちづくりへ
　南出市長は、令和4年第１回市議会定例会で
市政運営にかかる施政方針を述べました。
　全文は、市ホームページに掲載しています。
問合　政策推進課 泉大津市長　南出　賢一泉大津市長　南出　賢一
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い
く
た

め
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
※
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
令
和
４
年
度
の
主

要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

市民の皆様とともに未来に続く
持続可能なまちづくりへ
　南出市長は、令和4年第１回市議会定例会で
市政運営にかかる施政方針を述べました。
　全文は、市ホームページに掲載しています。
問合　政策推進課 泉大津市長　南出　賢一泉大津市長　南出　賢一

広報いずみおおつ　令和 4年 4月号7



力
を
合
わ
せ
て
市
民
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

官
民
連
携
・
市
民
共
創
に
よ
り

社
会
課
題
解
決
の
取
り
組
み
を
推
進

　
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
実
施
す
る
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し

た
資
金
調
達
や
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
推
進
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。自

治
会
な
ど
に
お
け
る
I
C
T
活
用
支
援

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
市
民
公
益
活
動
が
停
滞
し
な
い
よ
う

I
C
T
活
用
出
前
講
座
の
開
催
や
、
自
治
会
連
合
会
に
お
い
て

I
C
T
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
、
調
査
研
究

に
取
り
組
み
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
研
修
の
本
格
実
施

　
女
性
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
し
、
職
員
の
多
様
で
積
極

的
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
後
押
し
す
る
た
め
、「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
研
修
」
を
本
格
実
施
し
ま
す
。

学
び
あ
う
ひ
と
づ
く
り

彩
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り

学
校
運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）

の
導
入

　
全
小
・
中
学
校
区
に
同
制
度
を
導
入
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
・
協
働
し
た
取
り
組
み
を
進
め
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、小
津
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
良
工
事
に
あ
た
り
、

地
域
の
拠
点
と
な
る
地
域
交
流
ゾ
ー
ン
を
組
み
入
れ
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実
と
質
の
向
上

　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
ド
リ
ル
な
ど
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
家
庭

学
習
の
充
実
と
授
業
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
モ
デ
ル
校

に
お
い
て
、
英
語
を
母
国
語
と
す
る
外
国
人
と
の
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
の
創
出
や
、
民
間
施
設
で
の
水
泳
授
業

を
実
施
し
、
学
校
プ
ー
ル
の
今
後
の
あ
り
方
を
検
証
し
ま
す
。
加
え

て
、
留
守
家
庭
児
童
会
の
長
期
休
業
期
間
限
定
の
利
用
を
全
校
で
実

施
し
ま
す
。

食
育
を
通
じ
た
健
全
な
体
づ
く
り

　
就
学
前
施
設
や
学
校
給
食
に
お
い
て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
食

材
を
導
入
し
、
子
ど
も
の
健
全
な
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

時
代
に
対
応
し
た
文
化
芸
術
施
策
と
文
化
的
魅
力
度
の
向
上

　
第
３
次
文
化
芸
術
振
興
計
画
を
策
定
し
、
市
民
参
加
型
の
「
ブ
ン

カ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
引
き
続
き
開
催
す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
市

民
が
文
化
芸
術
を
通
じ
て
交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

加
え
て
、
市
が
有
す
る
文
化
財
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
作

成
し
、
広
く
発
信
し
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

多
様
な
学
び
に
出
会
え
る
〝
に
ぎ
や
か
な
〞
図
書
館
へ

　
「
す
べ
て
の
市
民
が
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
図
書
館
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
書
籍
や
絵
本
等
に
加
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
で
き
る
コ

ン
テ
ン
ツ
を
取
り
揃
え
、
多
彩
な
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
す
こ
や
か
に
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
深
刻
化
す
る

孤
独
・
孤
立
化
の
対
策
強
化

　
官
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
民
間
活
力
を
活
用
し
た
新

た
な
居
場
所
づ
く
り
や
、
既
存
施
策
を
整
理
し
た
冊
子
や
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
作
成
な
ど
個
々
の
課
題
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
り

や
す
く
す
る
こ
と
で
課
題
解
決
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
早

期
発
見
・
対
応
の
た
め
無
料
の
認
知
症
検
診
の
実
施
や
、
寝
た
き
り

高
齢
者
な
ど
の
尊
厳
の
保
持
、
生
活
衛
生
の
向
上
の
た
め
、
訪
問
理

美
容
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

障
が
い
者
（
児
）
施
策
の
推
進
・
各
種
助
成
の
拡
充

　
第
５
次
障
が
い
者
計
画
の
策
定
を
行
い
、
障
が
い
者
（
児
）
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
や
発
達
段

階
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
た
め
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年

齢
を
18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
引
き
上
げ
る
な
ど
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
康
と
未
来
を
支
援
し
ま
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
・
強
化

　
〝
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
〞
と
い
う
セ
ル
フ
ケ
ア
の
推
進
に
向

け
て
、
健
康
推
進
条
例
を
制
定
し
、
市
民
、
地
域
、
団
体
等
が
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
包
括
的
に
推
進
し
、
元
気
な
泉
大
津
市
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
民
が
自
分
に
合
っ
た

健
康
づ
く
り
が
実
践
で
き
る
よ
う
官
民
連
携
・
市
民
共
創
に
よ
る
実

「
将
来
に
希
望
が
も
て
る
元
気
な
泉
大
津
」
を
め
ざ
し
て

令
和
４
年
度
の
主
な
事
業

証
実
験
を
行
い
な
が
ら
、
市
民
の
生
活
の
質
（
Q
O
L
）
と
健
康
力

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
加
え
て
、
府
が
実
施
し
て
い
る
「
ア
ス

マ
イ
ル
」
に
市
独
自
の
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
、
市
民
が
積
極
的
に
楽

し
み
な
が
ら
健
康
活
動
に
参
加
で
き
る
機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
あ
し
ゆ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る
展
開

　
新
た
に
高
齢
者
を
対
象
に
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
足
部
機
能
の
改
善
状
況
の
検
証
や
、
就
学
前
児
童

を
対
象
に
事
業
効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
測
定
業
務
の
導
入
に

向
け
た
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

が
ん
患
者
の
社
会
参
加
不
安
や
精
神
的
苦
痛
の
軽
減

　
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
正
具
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る
「
ア

ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
遺
症
者
な
ど
に
対
す
る
支
援
の
継
続

　
市
独
自
の
対
策
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
陽
性
者
や
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
に

悩
ん
で
い
る
市
民
に
向
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
な
ど
の
支
援
を
引
き

続
き
官
民
連
携
で
実
施
し
ま
す
。

安
全
で
心
や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り

時
代
に
応
じ
た
災
害
対
策
の
構
築

　
災
害
対
策
と
し
て
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
に
ご
縁
を
い
た
だ
い

た
企
業
の
「
縁
助
」
を
加
え
、
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
若
年
層
の
防
災
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、
楽
し
み
な

が
ら
防
災
を
学
べ
る
場
の
提
供
や
、
避
難
所
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス

ク
低
減
の
た
め
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
居
住
す
る
妊
産
婦
向
け
に

ホ
テ
ル
避
難
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

災
害
や
火
災
時
の
防
災
・
減
災
に
向
け
た
環
境
整
備

　
近
年
の
災
害
多
発
化
に
よ
り
地
域
防
災
力
の
要
と
な
る
消
防
団
員

の
役
割
が
多
様
化
す
る
中
、
団
員
の
確
保
と
士
気
高
揚
に
繋
げ
る
た

め
、
報
酬
制
度
等
を
見
直
し
処
遇
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
火
災
か
ら
高
齢
者
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
、
維
持
管
理
を
促
進
し
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
で

居
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り

ア
ビ
リ
テ
ィ
タ
ウ
ン
構
想
に
向
け
た
公
園
空
間
等
の
整
備

　
市
民
会
館
等
跡
地
に
〝
み
ど
り
〞
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
〝
ヘ

ル
シ
ー
パ
ー
ク
（
自
分
の
身
体
は
自
分
で
整
え
る
）〞
と
し
て
公
園
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
小
松
町
４
号
線
の
整
備
工
事
に
よ
り
周
辺

の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
美
化
意
識
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

　
「
第
３
次
環
境
基
本
計
画
」
な
ど
の
各
種
計
画
を
策
定
し
、
脱
炭

素
化
の
取
り
組
み
を
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
、
市
民
、
団
体
等
向

け
に
啓
発
、連
携
を
推
進
し
ま
す
。
加
え
て
、「
き
れ
い
に
し
よ
か
！

泉
大
津
！
」
を
合
言
葉
に
、
ご
み
拾
い
ア
プ
リ
「
ピ
リ
カ
」
を
活

用
し
た
事
業
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
清
掃
活
動
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
継
続
に
取
り
組
み
ま
す
。

誇
れ
る
・
選
ば
れ
る
・
集
え
る
ま
ち
づ
く
り

港
湾
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　
港
湾
エ
リ
ア
内
の
公
園
や
緑
地
を
活
用
し
た
都
市
型
ア
ウ
ト
ド
ア

な
ど
の
親
水
空
間
を
め
ざ
し
、
社
会
実
証
実
験
を
通
じ
て
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み
で
地
域
経
済
の
活
性
化

　
市
内
宿
泊
需
要
の
回
復
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
特
産
品

付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
利
用
者
に
対
し
宿
泊
等
促
進
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
市
内
に
お
け
る
創
業
・
起
業
促
進
の
た
め
、
国
の
支
援

事
業
に
加
え
、
市
独
自
の
会
社
設
立
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

健
全
な
行
財
政
と
都
市
経
営
に
基
づ
く

市
民
サ
ー
ビ
ス

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
市
役
所
に
来
庁
せ
ず
に
手
続
き
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
、
電
話
問
い
合
わ
せ
時
の
自
動
音
声
案
内
の
導
入
、
市

民
課
窓
口
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
可
能
な
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
の
設

置
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

市
立
病
院

　
病
院
事
業
会
計
の
健
全
化
に
向
け
た
収
支
構
造
の
抜
本
的
な
転
換

を
図
る
た
め
、
地
理
的
に
近
接
し
、
か
つ
機
能
的
に
も
類
似
・
重
複

す
る
府
中
病
院
と
の
機
能
統
合
、
再
編・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、

今
後
の
人
口
動
態
予
測
に
基
づ
く
将
来
の
医
療
需
要
の
変
化
を
見
据

え
た
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、（
仮
称
）
新
泉
大
津
市
立
病
院
整
備

事
業
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
現
在
の
市
立
病
院
の
改
修
に
係

る
設
計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
統
合
、
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
着
地
点

と
し
て
見
据
え
な
が
ら
、
新
た
に
国
か
ら
示
さ
れ
る
公
立
病
院
改
革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
「
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
の
策
定
作
業
を

進
め
ま
す
。

＊
R
P
A
　
パ
ソ
コ
ン
上
で
人
が
行
う
、
入
力
・
転
記
な
ど
の
定
型

的
な
操
作
を
自
動
化
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

＊
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
　
生
活
空
間
を
研
究
開
発
の
場
に
見
立
て
、
新
し
い

社
会
的
価
値
を
生
み
出
す
市
民
参
加
型
の
共
創
活
動
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証
実
験
を
行
い
な
が
ら
、
市
民
の
生
活
の
質
（
Q
O
L
）
と
健
康
力

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
加
え
て
、
府
が
実
施
し
て
い
る
「
ア
ス

マ
イ
ル
」
に
市
独
自
の
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
、
市
民
が
積
極
的
に
楽

し
み
な
が
ら
健
康
活
動
に
参
加
で
き
る
機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
あ
し
ゆ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る
展
開

　
新
た
に
高
齢
者
を
対
象
に
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
足
部
機
能
の
改
善
状
況
の
検
証
や
、
就
学
前
児
童

を
対
象
に
事
業
効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
測
定
業
務
の
導
入
に

向
け
た
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

が
ん
患
者
の
社
会
参
加
不
安
や
精
神
的
苦
痛
の
軽
減

　
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
正
具
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る
「
ア

ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
遺
症
者
な
ど
に
対
す
る
支
援
の
継
続

　
市
独
自
の
対
策
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
陽
性
者
や
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
に

悩
ん
で
い
る
市
民
に
向
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
な
ど
の
支
援
を
引
き

続
き
官
民
連
携
で
実
施
し
ま
す
。

安
全
で
心
や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り

時
代
に
応
じ
た
災
害
対
策
の
構
築

　
災
害
対
策
と
し
て
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
に
ご
縁
を
い
た
だ
い

た
企
業
の
「
縁
助
」
を
加
え
、
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
若
年
層
の
防
災
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、
楽
し
み
な

が
ら
防
災
を
学
べ
る
場
の
提
供
や
、
避
難
所
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス

ク
低
減
の
た
め
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
居
住
す
る
妊
産
婦
向
け
に

ホ
テ
ル
避
難
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

災
害
や
火
災
時
の
防
災
・
減
災
に
向
け
た
環
境
整
備

　
近
年
の
災
害
多
発
化
に
よ
り
地
域
防
災
力
の
要
と
な
る
消
防
団
員

の
役
割
が
多
様
化
す
る
中
、
団
員
の
確
保
と
士
気
高
揚
に
繋
げ
る
た

め
、
報
酬
制
度
等
を
見
直
し
処
遇
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
火
災
か
ら
高
齢
者
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
、
維
持
管
理
を
促
進
し
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
で

居
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り

ア
ビ
リ
テ
ィ
タ
ウ
ン
構
想
に
向
け
た
公
園
空
間
等
の
整
備

　
市
民
会
館
等
跡
地
に
〝
み
ど
り
〞
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
〝
ヘ

ル
シ
ー
パ
ー
ク
（
自
分
の
身
体
は
自
分
で
整
え
る
）〞
と
し
て
公
園
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
小
松
町
４
号
線
の
整
備
工
事
に
よ
り
周
辺

の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
美
化
意
識
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

　
「
第
３
次
環
境
基
本
計
画
」
な
ど
の
各
種
計
画
を
策
定
し
、
脱
炭

素
化
の
取
り
組
み
を
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
、
市
民
、
団
体
等
向

け
に
啓
発
、連
携
を
推
進
し
ま
す
。
加
え
て
、「
き
れ
い
に
し
よ
か
！

泉
大
津
！
」
を
合
言
葉
に
、
ご
み
拾
い
ア
プ
リ
「
ピ
リ
カ
」
を
活

用
し
た
事
業
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
清
掃
活
動
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
継
続
に
取
り
組
み
ま
す
。

誇
れ
る
・
選
ば
れ
る
・
集
え
る
ま
ち
づ
く
り

港
湾
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　
港
湾
エ
リ
ア
内
の
公
園
や
緑
地
を
活
用
し
た
都
市
型
ア
ウ
ト
ド
ア

な
ど
の
親
水
空
間
を
め
ざ
し
、
社
会
実
証
実
験
を
通
じ
て
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み
で
地
域
経
済
の
活
性
化

　
市
内
宿
泊
需
要
の
回
復
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
特
産
品

付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
利
用
者
に
対
し
宿
泊
等
促
進
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
市
内
に
お
け
る
創
業
・
起
業
促
進
の
た
め
、
国
の
支
援

事
業
に
加
え
、
市
独
自
の
会
社
設
立
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

健
全
な
行
財
政
と
都
市
経
営
に
基
づ
く

市
民
サ
ー
ビ
ス

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
市
役
所
に
来
庁
せ
ず
に
手
続
き
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
、
電
話
問
い
合
わ
せ
時
の
自
動
音
声
案
内
の
導
入
、
市

民
課
窓
口
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
可
能
な
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
の
設

置
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

市
立
病
院

　
病
院
事
業
会
計
の
健
全
化
に
向
け
た
収
支
構
造
の
抜
本
的
な
転
換

を
図
る
た
め
、
地
理
的
に
近
接
し
、
か
つ
機
能
的
に
も
類
似
・
重
複

す
る
府
中
病
院
と
の
機
能
統
合
、
再
編・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、

今
後
の
人
口
動
態
予
測
に
基
づ
く
将
来
の
医
療
需
要
の
変
化
を
見
据

え
た
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、（
仮
称
）
新
泉
大
津
市
立
病
院
整
備

事
業
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
現
在
の
市
立
病
院
の
改
修
に
係

る
設
計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
統
合
、
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
着
地
点

と
し
て
見
据
え
な
が
ら
、
新
た
に
国
か
ら
示
さ
れ
る
公
立
病
院
改
革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
「
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
の
策
定
作
業
を

進
め
ま
す
。

＊
R
P
A
　
パ
ソ
コ
ン
上
で
人
が
行
う
、
入
力
・
転
記
な
ど
の
定
型

的
な
操
作
を
自
動
化
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

＊
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
　
生
活
空
間
を
研
究
開
発
の
場
に
見
立
て
、
新
し
い

社
会
的
価
値
を
生
み
出
す
市
民
参
加
型
の
共
創
活
動

広報いずみおおつ　令和 4年 4月号9
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（Ｂ）あしゆびケアモニター（65歳以上の市民が対象） 　問合　高齢介護課
　高齢者の転倒は、骨折や頭部外傷などの大きなけがにつながりやすくなります。転倒
を予防するためには、筋力やバランス機能の強化や足部の状態を健康に保つことが大切
です。「あしゆびケアモニター」では、あしゆび体操やあしゆびケアの実践、運動講座
への参加とインソール使用による足部機能の改善結果を計測し、検証します。　

（Ａ）あしゆび市民モニター（小学 5年生以上の市民が対象）　 問合　健康づくり課

65歳以上の市民は（A)か (B)どちらかを選択

●募集人数　50人
●対象　65歳以上の市民
●参加条件　①運動講座（6回程度）への参加や自宅
　でのあしゆびケアなどの実践
　②オーダーメイドのインソールを入れた靴を履いて　
　生活

　③事業前後の計測に必ず参加
●スケジュール　5月～ 12月頃
※ 5月に募集します。申込期間や方法
　などは広報 5月号でお知らせします

あしゆびモニター大募集！今年は2つのコースがあります！

●内容　インソールを入れた靴を履いて、3か月間普段通りの生活をするだけ
●募集人数　200人　※申込多数の場合は抽選
●場所　マイフットステーション泉大津
●対象　小学５年生以上の市民（足に悩み・モニター参加に興味のある人）
　　　　※ 65歳以上の人も申し込みできます
●申込期間　4月 11日㈪～ 17日㈰
●参加条件　① 3 か月後に必ず再計測に参加する　
　　　　　　②過去のモニタリングに参加していない
●参加特典　モニタリング後、作製したオーダーメイドインソール
　　　　　　（15,000 円相当）をプレゼント！
●スケジュール　４月～ 12月

応募方法　以下のいずれか
▷インターネット　2次元バーコードから申
　し込み
▷ファクス　申込用紙を「㈱ドリーム・ジー
　ピー（06・4708・4879）」へ送信
▷持参　マイフットステーション泉大津（東雲町
　252ー 1　南海本線 泉大津駅高架下）午前 11時～
　午後 5時（木・日曜日を除く）

申込用紙　マイフットステーション泉大津の
店舗、市ホームページからもダウンロード可
問合　㈱ドリーム・ジーピー（☎ 06・
4708・4877）　
平日（午前 9時 30分～午後 6時）
注意事項　募集・情報の収集・管理はマイフットステー
ション泉大津および運営会社である㈱ドリーム・ジー
ピーが行います。

モニター募集

4 月 5月～ 8月 9月～ 11月 12月

足の計測
インソール作成

モニタリング期間（3か月間）
※インソールを入れた靴を履いて普段通りに生活 結果計測

専門家アドバイス

インター
ネット申込

申込用紙は
こちら

　「あしゆびプロジェクト」の取り組みの一つとして実施している「あしゆびモニター」を今年は 2つの
コースで募集します（コースによって申し込みの月が異なります）。
（Ａ）4月募集　あしゆび市民モニター（小学 5年生以上の市民が対象）200人募集
（Ｂ）5月募集　あしゆびケアモニター（65歳以上の市民が対象「運動講座」付き）　50人募集
※ 65歳以上の人は、どちらかを選んで（B）の人は 5月に申し込みをしてください。

あしゆびプロジェクト
　あしゆび（足の指）を
鍛え、浮き指を改善する
ことにより、転倒の予防
や体幹の安定を目指すプ
ロジェクトです。

？

　75歳以上の人口増加に伴い、医療費の増加が見込ま
れます。後期高齢者の医療費のうち、窓口負担分を除い
た約 4割を負担する現役世代の負担上昇を抑え、国民皆
保険を持続するため法律が改正され、窓口負担割合が変
わります。　
■ 2 割負担になる人
　10月 1日から、住民税課税所得が 28万円以上の人
で一定以上の所得の人（1人の場合は年金収入とその他
の合計所得金額の合計が 200 万円以上。同一世帯内に
2人以上の場合は同合計が 320 万円以上で加入者全員
適用）は、現役並み所得者（3割負担）を除き 2割負担
となります。

■ 特別措置
　2割負担になる人は、施行後 3年間は外来の月々の負
担増加額が 3,000 円までとなります。
■ 注意事項
　厚生労働省や地方自治体が、電話や訪問で口座情報登
録、ATM操作を依頼することはありません。不審な電
話があったときは、警察署または消費生活センターに問
い合わせください。
　詳しくは、保険年金課に配置のリーフレットやホーム
ページを確認ください。
問合　大阪府後期高齢者医療広域連合　資格管理課
　　　（☎ 06・4790・2028）または市保険年金課

コ
ロ
ナ
関
連
情
報

後期高齢者医療保険の医療費の窓口負担割合が変わります

新型コロナワクチン接種について転出・転入の際には、コロナワクチン接種の手続きを忘れずに
　新型コロナワクチンを接種する際には、住民票がある自治体が発行した接種券が必要です。接種を希望する人は、
転出・転入時に下記のとおり手続きをしてください。　

■接種の証明や接種歴の確認に利用できるもの
　「予防接種済証」「接種記録書」「予防接種証明書（書面・アプリのどちらでも可）」のいずれか
※発行・再発行の申請先はワクチンを接種したときに住民票のあった自治体です。
　泉大津市民として接種したときの記録の再発行を希望する場合は、ホームページで確認もしくは
健康づくり課（☎ 33・8181）までお問い合わせください。

▷転出先自治体で、転入手続きをする際に接種券の発行方法を確認してください。
▷転出先で 1・2回目の予防接種済証などの提出を求められる場合があります。

泉大津市から転出する人

▷市民課で転入手続きをした人は、市ワクチンコールセンター（0120・920・705）に接種券の発
　行の申請をしてください。
▷接種歴がある場合は、予防接種済証など、その内容を確認できるものを準備してください。
　なくても申請はできますが、あればスムーズに手続きができます。
▷申請方法　市ワクチンコールセンターに電話、ホームページから申請書をダウンロードして郵送
　（〒 595－ 0013　宮町 2ー 25　健康づくり課）

泉大津市に転入する人

ホームページ

申請書はこちら

一定以上の所得がある人の医療費の窓口負担割合が変わります

　発熱、倦怠感や頭痛など全国で 2万 7,085 件（2月 18日現在）の副反応疑いが国に報告され
ています。また、これらの症状が長期間続き、日常生活に支障をきたすようなケースもあります。
　ワクチン接種後の体調不良や後遺症などでお悩みの人は、ご相談ください。

▶接種後の副反応など専門的な問い
合わせ
　大阪府専門相談窓口
　☎ 06・6635・2047（24時間対応）

▶新型コロナ感染症の後　　　
　遺症やワクチンの副反
　応などに関すること
　オンライン相談へ→

▶健康被害救済制度やワクチン接種
　後の体調不良に関すること　　 
　健康づくり課　☎ 33・8181

新型コロナワクチン接種後の体調不良や後遺症などの相談窓口はこちら

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
お
知
ら
せ
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　75歳以上の人口増加に伴い、医療費の増加が見込ま
れます。後期高齢者の医療費のうち、窓口負担分を除い
た約 4割を負担する現役世代の負担上昇を抑え、国民皆
保険を持続するため法律が改正され、窓口負担割合が変
わります。　
■ 2 割負担になる人
　10月 1日から、住民税課税所得が 28万円以上の人
で一定以上の所得の人（1人の場合は年金収入とその他
の合計所得金額の合計が 200 万円以上。同一世帯内に
2人以上の場合は同合計が 320 万円以上で加入者全員
適用）は、現役並み所得者（3割負担）を除き 2割負担
となります。

■ 特別措置
　2割負担になる人は、施行後 3年間は外来の月々の負
担増加額が 3,000 円までとなります。
■ 注意事項
　厚生労働省や地方自治体が、電話や訪問で口座情報登
録、ATM操作を依頼することはありません。不審な電
話があったときは、警察署または消費生活センターに問
い合わせください。
　詳しくは、保険年金課に配置のリーフレットやホーム
ページを確認ください。
問合　大阪府後期高齢者医療広域連合　資格管理課
　　　（☎ 06・4790・2028）または市保険年金課

コ
ロ
ナ
関
連
情
報

後期高齢者医療保険の医療費の窓口負担割合が変わります

新型コロナワクチン接種について転出・転入の際には、コロナワクチン接種の手続きを忘れずに
　新型コロナワクチンを接種する際には、住民票がある自治体が発行した接種券が必要です。接種を希望する人は、
転出・転入時に下記のとおり手続きをしてください。　

■接種の証明や接種歴の確認に利用できるもの
　「予防接種済証」「接種記録書」「予防接種証明書（書面・アプリのどちらでも可）」のいずれか
※発行・再発行の申請先はワクチンを接種したときに住民票のあった自治体です。
　泉大津市民として接種したときの記録の再発行を希望する場合は、ホームページで確認もしくは
健康づくり課（☎ 33・8181）までお問い合わせください。

▷転出先自治体で、転入手続きをする際に接種券の発行方法を確認してください。
▷転出先で 1・2回目の予防接種済証などの提出を求められる場合があります。

泉大津市から転出する人

▷市民課で転入手続きをした人は、市ワクチンコールセンター（0120・920・705）に接種券の発
　行の申請をしてください。
▷接種歴がある場合は、予防接種済証など、その内容を確認できるものを準備してください。
　なくても申請はできますが、あればスムーズに手続きができます。
▷申請方法　市ワクチンコールセンターに電話、ホームページから申請書をダウンロードして郵送
　（〒 595－ 0013　宮町 2ー 25　健康づくり課）

泉大津市に転入する人

ホームページ

申請書はこちら

一定以上の所得がある人の医療費の窓口負担割合が変わります

　発熱、倦怠感や頭痛など全国で 2万 7,085 件（2月 18日現在）の副反応疑いが国に報告され
ています。また、これらの症状が長期間続き、日常生活に支障をきたすようなケースもあります。
　ワクチン接種後の体調不良や後遺症などでお悩みの人は、ご相談ください。

▶接種後の副反応など専門的な問い
合わせ
　大阪府専門相談窓口
　☎ 06・6635・2047（24時間対応）

▶新型コロナ感染症の後　　　
　遺症やワクチンの副反
　応などに関すること
　オンライン相談へ→

▶健康被害救済制度やワクチン接種
　後の体調不良に関すること　　 
　健康づくり課　☎ 33・8181

新型コロナワクチン接種後の体調不良や後遺症などの相談窓口はこちら
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